
 

 

平成２２年１０月２９日発行 

発行元 ： 国土交通省 政策統括官付 髙橋参事官室 

 

目目目   次次次   
ＴＴＴｏｏｏｐｐｐｉｉｉｃｃｃｓｓｓ   

・平成 22 年度移動支援サービス技術研究支援事業選定結果について 
   

地地地域域域ののの取取取組組組紹紹紹介介介   

・松浦鉄道の最近の取り組み 

・京都らくなんエクスプレス（R’EX）の実証運行について 

 

    ＩＩＩｎｎｎｆｆｆｏｏｏｒｒｒｍｍｍａａａｔｔｔｉｉｉｏｏｏｎｎｎ   

・第３１回総合的交通基盤整備連絡会議の開催について 

・総合交通メールマガジンへのご意見をお寄せ下さい！ 

・地域の取組募集！！ 

 

編編編集集集後後後記記記   

   

   

ＴＴＴｏｏｏｐｐｐｉｉｉｃｃｃｓｓｓ   

  平成２２年度移動支援サービス技術研究支援事業選定結果について 

    （国土交通省 政策統括官付参事官室） 

国土交通省では、ICT等を積極的に活用し、高齢者や障がい者をはじめ、誰もが必要に応じ、

移動に関する情報を入手し、積極的に活動できるバリアフリー環境の構築を目的としたモビリテ

ィサポートサービスの普及・展開に向けた施策を推進しています。 

 その一環として、今年度から、ICTを活用した歩行者移動支援の研究テーマに関する技術研究

を支援する「移動支援サービス技術研究支援事業」を実施することとしており、各研究テーマに

ついて、8月13日(金)から9月24日(金)まで提案書の募集を行いました。 

 その後、有識者委員会から頂いたご意見、ご助言を踏まえ、研究支援対象事業を決定しました



松浦鉄道路線図 

ので、その結果をお知らせします。 

（テーマ１）歩行者の移動支援に必要な高精度の位置特定技術 

○エネルギーハーベスティング方式による屋内位置特定インフラの研究開発 

（立命館大学 西尾信彦） 

○ 靴 型 計 測 装 置 に よ る 位 置 特 定 技 術 の 改 良 研 究 （ 九 州 工 業 大 学  和 田 親 宗 ） 

（テーマ２）視覚障がい者に対する音声等による移動支援システム 

○歩行空間ネットワークデータの音声化研究（特定非営利活動法人 ことばの道案内） 

（テーマ３）障がい者の身体特性にあった情報提供技術 

○聴覚障がい者の公共交通利用を促進する情報提供システムの研究（広島大学 藤原章正） 

以上４件 

【平成22年度移動支援サービス技術研究支援事業選定結果について↓】 

（選定事業の概要も掲載しています。） 

http://www.mlit.go.jp/report/press/tokatsu06_hh_000018.html 

【問い合わせ先】 

 国土交通省 政策統括官付参事官付  TEL：03-5253-8794   

   

地地地域域域ののの取取取組組組紹紹紹介介介   

   松浦鉄道の最近の取り組み 

             （松浦鉄道株式会社） 

松浦鉄道は、佐賀県有田駅から長

崎県佐世保駅間 93.8km を結び、長崎

県などが出資する第３セクター方式

の鉄道会社です。 

沿線自治体について佐々町を除け

ば過疎化が進行しており、景気の低

迷や少子化の影響も受ける中、鉄道

事業の維持と地域活性化への貢献と

して、鉄道事業を中心とした総合的

な取組を行っています。 

 そこで、「松浦鉄道の最近の取り組み」として、取り組みの概要について、松浦鉄道から紹介

頂きます。 



ラッピング列車のハッピートレイン 

R’EX の運行ルート 

 

【松浦鉄道の最近の取組み概要についてはこちら↓】 

http://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/soukou/so

ukou-magazine/1010matsuura.pdf 

松浦鉄道： 

http://www.matutetu.com/ 

   

   

   京都らくなんエクスプレス（R‘EX）の実証運行について 

             （京都大学大学院 低炭素都市圏政策ユニット） 

京都大学大学院工学研究科低炭素都市圏政策ユニットでは、

国土交通省近畿運輸局、京都市および地元企業等の協力を得て、

本年 10 月 15 日より京都らくなんエクスプレス（R’EX）の実証運

行を開始しました。R’EX は、京都駅八条口と京都パルスプラザ・

京セラ前をノンストップで結ぶもので所要時間15～18分の路線

です。実証運行の目的は、公共交通のサービスレベルが低い京

都市南部のらくなん進都（高度集積地区）における地域公共交

通の利便性向上を実現するとともにモビリティマネジメントを

実施することで、低炭素社会への貢献を目指すものです。 

京都大学から京都らくなんエクスプレス（R’EX）の取り組みに

ついて紹介頂きます。 

 

【京都らくなんエクスプレス（R’EX）の取組み概要についてはこ

ちら↓】 

http://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/soukou/soukou-magaz

ine/1010rakunan.pdf   

   

   

   

   

   



ＩＩＩｎｎｎｆｆｆｏｏｏｒｒｒｍｍｍａａａｔｔｔｉｉｉｏｏｏｎｎｎ   

第３１回総合的交通基盤整備連絡会議の開催について 

（国土交通省 政策統括官付 参事官室） 

 参事官室では、総合的な交通施策に関し、都道府県及び政令指定都市との連絡調整を図り、各

地方公共団体における総合交通関連の検討等を支援することを目的として、平成２３年１月１７

日（月）に標記会議を開催致します。詳細の講演内容については調整中ですが、先行案内をさせ

て頂きます。 

前年度と同様、標記会議におきましては、都道府県及び政令指定都市の交通関係の担当者のほ

か、希望される区市町村の担当者にも幅広くご出席頂きたいと考えています。また、前回会議で

の多数の要望がございました質疑応答、意見交換の時間を多めにとり、全体時間を若干伸ばして

開催することにさせて頂きました。 

標記会議へのご出席を希望される区市町村の担当者の方は、必要事項（区市町村名、部署・役

職名、ご出席者名、電話番号、E-mail）をご記入の上、平成２３年１２月２７日（月）までに、

本メールマガジンの最終ページに記載されているメールマガジン担当（小林）宛てに、E-mail

にてお送り下さい。追って、当方から確認の E-mail をお送り致します。 

※会場の都合上、出席の申込は先着順とさせて頂きます。出席希望者が多数の場合には、勝手な

がら出席の申込をお断りする場合がありますので、あらかじめご了承下さい。 

【第３１回総合的交通基盤整備連絡会議の実施要領（案）についてはこちら↓】 

http://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/soukou/soukou-magazine/31renraku-kaigi.pdf   

   

   

総合交通メールマガジンの受付窓口の変更についてお知らせ下さい。 

 人事異動等により、メールマガジンの受付窓口が変更になった行政機関等の方については、送

信先の変更を申請下さい。なお、変更内容については、以下までお願いします。 

E-mail：soukou@mlit.go.jp 

   

総合交通メールマガジンへのご意見をお寄せ下さい！ 

 総合交通メールマガジンでは、読者の皆様からのご意見・ご要望を踏まえて内容を充実させて

いきたいと考えています。誌面の感想、取り上げて欲しいテーマなど、どのようなことでも構い

ませんので、ご意見等頂けると幸いです。様式、送付先については、下記ＵＲＬをご利用下さい。 

ＵＲＬ：http://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/soukou/soukou-magazine/iken-merumaga.xls 



 

   地域の取組募集！！ 

当室では、情報提供頂いた取組をメールマガジンで紹介することにより、各地域でノウハウ等

の情報共有・情報交換ができればと考えており、総合的な交通施策の取組について情報提供頂け

る自治体等を募集しています。自薦・他薦は問いませんので、お気軽にご連絡下さい。 

【情報提供頂く内容】 

例えば、 

・ 低炭素社会の実現に向け、モビリティのあり方を見直す取組（交通の再編等） 

・ 公共交通の利便性向上を目指した取組 

・ 交通の改善により地域活性化を図る取組  など 

※ これまでに、推薦頂いたものも含めて５２件の取組を紹介させて頂きました。 

バックナンバー一覧： 

http://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/soukou/seisakutokatsu_soukou_tk_000005.html 
 

 

 

 

 

先日、地域モビリティ確保の関係で青森県五戸町へヒアリング調査に出かけました。ちょうど

暖から寒に変わるタイミングで出かけてしまったので、東京との地域の違い以上に寒さを感じて

しまいました。取組みとしては、地域の医療機関（医院や薬局）等が連携・出資し、主に高齢者

の通院目的の方々を運ぶ足として、独自にまちなか巡回バスを走らせているものです。最低限の

足の確保（平日午前のみ４循環）を行っているものですが、五戸町は、坂道が非常に多い地形で

あるため、高齢者にとっては非常に有益なものと感じました。困っていても手をこまねいて悩ん

でいる地域が多い中、志の高いかつ行動力のある地域の医師が実現した取組みで非常に新鮮な印

象を受けました。 

 

 

 

 

 

 

 

編編編集集集後後後記記記   

【問い合わせ先】 

国土交通省 政策統括官付参事官室 小林 

ＴＥＬ：０３－５２５３－８１１１（内線５３－１１３） 

ＦＡＸ：０３－５２５３－１６７５ 

E-mail：soukou@mlit.go.jp 

ＵＲＬ：http://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/soukou/index.html 


